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Ⅰ はじめに 

 

1. 2000 年合衆国センサスデータ抽出ツールとは 

 2000 年合衆国センサスデータ抽出ツールとは、2000 年合衆国センサスの元ファイル

（Summary File）に直接アクセスして、必要なデータを必要な集計単位で抽出し、Excel

で処理できるようにファイルに出力するツールです。また、Summary File に加え、CTPP

の OD データを処理することができます。こうして抽出したデータは、センサス局で公開

されている境界線データを使い、フリーの GIS ソフト MANDARA(www.mandara-gis.net)

で地図化することができます。  

 

2.2000 年合衆国センサス 

 合衆国センサスでは、 short form と呼ばれる全数調査と、 long form と呼ばれる 1/6 サ

ンプルの調査が行われています。short form では性別、年齢、人種、世帯・家族・住宅所

有など 8 項目を尋ねているだけで、日本の国勢調査と比べてもかなりシンプルです。一方

long form では、short form の項目に加え、学歴、職業、通勤、年収、住宅の築年など、

53 項目にわたる詳細な内容を尋ねています（ただし、2010 年センサスでは long form の

調査は行われないことになっています。long form のデータは、現在 American Community 

Survey という調査で行われています）。  

 このデータは多様な空間単位で集計されています。国－州－カウンティ－センサストラ

クト－ブロックグループ－ブロックという系統が中心にあり、それ以外にも City、 Town、

都市圏など多数の集計単位が存在します。  

 データの閲覧には、合衆国センサス局のホームページ (http://www.census.gov/)から

American FactFinder を使うことができ、WebGIS の機能も有していて地図化することも

可能ですが、あまり使い勝手はよくありません。一方、センサス局のホームページからは

元のデータファイル自体をダウンロードすることができます。このデータファイルを直接

操作することで、任意の集計単位で広範囲のデータを抽出することができます。データフ

ァイルは Summary Files と呼ばれる次の 4 つに分けられています。  

 

  Summary File 1: short form に関係する、年齢・性別・世帯・家族・住宅など 286 の表

が含まれています。  

  Summary File 2: 249 の人口集団ごとに short form に関係する 47 の表が含まれていま

す。  

  Summary File 3: long form に関係する 813 の表が含まれています。人口表では、社会・

経済・住宅、基本的人口総数、都市と農村、世帯と家族、婚姻状態、介護者としての
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祖父母、言語、英会話の能力、祖先、出生地、市民権の状態、入国年、人口移動、就

業地、通勤、学歴、兵役状態、身体障害、雇用状態：産業・職業・階級、収入、貧困

状態。世帯表では、世帯数、都市と農村、部屋数、寝室数、流入年、世帯規模、部屋

当たりの住人、建物当たり単位数、建物の建築年、暖房燃料、電話サービス、洗面台

とキッチン設備、利用可能な乗り物、住宅価値、毎月の賃料など。  

  Summary File 4: 336 の人口集団ごとに、 long form に関係する 323 の表が含まれてい

ます。  

 

 データは州ごとに用意されていますが、カウンティなど広域の集計単位のデータは

Final National および Advance National ファイルでも提供されており、このファイルを

使うことで合衆国全体の地図化が容易になります。Final National と Advance National

の違いは、前者には Summary File 1 の Urban/Rural の人口データが含まれており、後者

には含まれていないという点なので、ファイル名も同一であることから、Final National

を使用すればよいでしょう。Urban/Rural の項目は州ごとのファイルにも含まれていませ

ん。  

 

 それぞれの Summary File には、大量のデータが含まれていることから、ダウンロード

するファイルは単一ではなく複数に分割されています。しかし必要なデータがどのファイ

ルに含まれているかを知ることはかなり手間のかかる作業です。また、一つのファイルに

は一つの州内のあらゆる集計単位のデータが含まれています。さらにその集計単位は州ご

と ・ Summary File ご と に 論 理 番 号 で 管 理 さ れ 、 論 理 番 号 に 対 応 す る 実 体 は 別 に

Geographical Header ファイルで管理されています。  

 このような複雑なデータファイルから、必要なデータを必要な集計単位で抽出すること

は、表計算ソフトの機能だけでは困難なので、データベースソフトを用いる必要がありま

す。しかしより簡便な抽出ツールを開発することで、多くの人がデータを利用できるよう

になると考えられます。  

 

3. CTPP2000 

 2000 年センサスデータのうち、通勤流動および就業地ベースのデータは、合衆国運輸省

において CTPP(Census Transportation Planning Package)2000 として整備され、運輸統

計局のホームページ（http://www.bts.gov/）からダウンロードできます。このデータは州

単位で集計単位を指定してダウンロードできるので、ダウンロード後の操作は比較的容易

ですが、地域間の OD データに関しては指定した州にかかわる全ての流動が出力されるの

で、必要なパターンを抽出するためのツールがあると便利でしょうそこでこの機能も抽出
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ツールに付加しました。  

 

 

 

2000 年合衆国センサスの集計単位の階層関係  

 （Summary File 1 Technical Documentation より） 
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４．抽出ツールの動作環境とインストール  

 

動作環境  

 Microsoft .NET Framework 2.0 以降がインストールされた Windows パソコンが必要

です。インストールされているかどうかは、コントロールパネルの「プログラムの追加

と削除」で確認することができます。インストールされていない場合は、Microsoft の

ダウンロードセンターから無償でダウンロードできます。  

 

ソフトのダウンロード 

 谷謙二研究室のホームページ  

 http://www5f.biglobe.ne.jp/~ktani/  

 のソフトウェアからダウンロードできます。ダウンロードしたファイルを解凍し、そ

の中の「DET_for_USCensus2000.exe」を実行して下さい。  

 

フォルダの内容  

DET_for_USCensus2000.exe 実行ファイル  

DET_for_USCensus2000.pdf マニュアル  

MyControl.dll 必須ファイル  

geo_code_list.xls いろいろな集計単位のコードが入ったファイル  

2000_sf1-4_data_title.csv  Summary File1 から 4 までのデータの内容が入ったファイ

ル  

sf2_subgroup.csv  Summary File2 のサブグループリスト  

sf4_subgroup.csv  Summary File3 のサブグループリスト  

states.csv 州のリストとコード  
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Ⅱ 地図データ・統計データの取得から地図化まで 

－カリフォルニア州の事例－ 

 

 ここでは、データ抽出ツールを使って 2000 年の合衆国センサスからカリフォルニア州

のセンサストラクト単位の人種別人口データを抽出し、MANDARA を使って地図化する手

順を示します。  

 

１．センサス地図データの取得  

(1)境界線データのダウンロード 

合衆国センサス局 HP http://www.census.gov/ より  

 

 

Census 2000 

Geographic Products and 

Information 
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Boundary Files 

Census 2000 Map Series 
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Census Tracts の

2000 年  

※他の集計単位が必

要な場合は別のデー

タを選択します  

e00 format で California の

zip ファイルをダウンロー

ド（デスクトップなどにフ

ォルダを作成してそこに保

存しておきます）  

※Shape 形式のファイルも

ダウンロードできるが、e00

形式の方がよい。  

Download 

Boundary Files 
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(2)境界線データを MANDARA に取り込む 

 

ダウンロードしたファイ

ルを解凍  

Export(e00)形式ファイル

を選択して【OK】  

【追加】をクリックして

解凍した e00 ファイルを

指定  

【設定】をクリックして

属性データ出力 CSV ファ

イル名を設定。フォルダ

は e00 ファイルと同一で

よい。  

【ファイル変換】をクリック  
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MANDARA のマップエディタにカリフォルニア州

の地図が表示され、e00 のフォルダ内に CSV ファ

イルが作成されます。  

拡張子 CSV を TXT に変更する  

Excel を実行し、【ファイル】＞【開く】として上

の TXT ファイルを選択する。するとテキストファ

イルウイザードが起動します。  
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【カンマ】にチェック  

STATE、COUNTY、TRACT、

NAME をそれぞれ選び、列のデ

ータ形式を【文字列】に設定  

B 列に一列挿入し、B4 セルに

「=F4&G4&H4」と入力。コピー

して下の行まで貼り付けます。  

A4 セルから B7118 セルまでを

選択してコピーします。  
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マップエディタで【編集】  

＞【オブジェクト名関係】  

＞【オブジェクト名一括変換】  

を実行します。  

マップエディタで【編集】  

＞【オブジェクト名関係】  

＞【同一オブジェクト名のオブジ

ェクトを結合】  

を実行します。  

オブジェクト名が設定され、地図ファイルが完成

する。【ファイル】＞【名前をつけて地図ファイル

保存】で「California.mpf」として保存します。  

マップエディタ、Export 形式 (e00)ファイル読み込

み画面、Excel を終了します。  
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２．センサストラクトごとの人種データの取得  

 

(1)データのダウンロード 

合衆国センサス 2000 データ抽出ツール「DET_for_USCensus2000.exe」を起動  

 

【Summary File Data Search】

をクリック  

「 race」と入力して【検索】を

クリック  

一番上の項目を選択すると下に

表の詳細が表示されます。  

【ダウンロード】をクリック  
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【参照】をクリックして保存先

フォルダを指定  

California を選択  

「Geo Header ファイルもダウンロー

ド」にチェックします。  

※ただし同一フォルダ内に、既に当該

州の GeoHeader ファイルが存在する

場合は不要です。  

 

【ダウンロード】をクリック  

※ファイルサイズが大きい場合など、稀にダウンロードできない場合

があります。その場合はセンサスホームページから Summary File

ごとのページに入り、そこから目的の州のファイルおよび Geo 

Header ファイルをダウンロードします。  

たとえば Summry File 1 の FTP サイトは以下の URL にある。  

http://www2.census.gov/census_2000/datasets/Summary_File_1/  

 

 

ダウンロードした二つのフ

ァイルを解凍  

※ 【 下 位 人 口 集 団 】 部 分 は

Summary File 2 または  4 の際

に使用します。  
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(2)データの抽出  

 

【Summary File】をクリック  

【参照】をクリックして解凍した

ファイルのあるフォルダを指定  

フォルダ内に含まれる州が表示

されるので California を選択  

「 取 得 Summary Level 」 で 「 140 

State-County-Census Tract」を選択  
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【抽出】をクリックするとデータ

のあるフォルダに抽出されたフ

ァイルが出力されます。  

「P3:RACE」と「P4:HISPANIC 

OR ･･･」にチェック  
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(3)Excel 上でデータの整理  

 

データの内容  

 

A 列から M 列までは、Geo Header File の内容で構成されています。  

 

Code：MANDARA でのオブジェクト名になります。州－カウンティ－センサストラクトのコードが

結合されています。  

Area_Name：名前です。あまり重要ではありません。  

Logical_Record_Number：州ごとの Summary File 内で一意の番号です。あまり重要ではありませ

ん。  

Pop_Density：人口密度です。下の Population_Count と Area の数値を元に抽出ツール内で計算し

ています。  

Population_Count：人口  

Housing_Unit_Count：世帯数  

Area：面積で、Area(Land)と Area(Water)を足した値です。  

Area(Land)：陸地の面積  

Area(Water)：水面面積  

Metropolitan_Statistical_Area  

Consolidated_Metropolitan_Statistical_Area：  

Metropolitan_Area_Central_City_Indicator：  

Primary_Metropolitan_Statistical_Area：  

 これらの用語に関しては、センサス局ホームページからダウンロードできる Summary 

File の Technical Documentation における「Appendix A. Census 2000 Geographic Terms 

and Concepts」をご覧下さい。  

 

N 列以降は、指定したデータが入っています。  

このデータを元に、人口密度、人種ごとの割合を求めてみます。  

人種のデータは次のような内容になっています  

 

Total Population 

one race 

White、  

Black or African American 
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American Indian and Alaska Native  

Asian 

Native Hawaiian and Other Pacific Islander、  Some other race 

two or more races 

two races 

15 通りの人種の組み合わせ  

three races 

20 通りの人種の組み合わせ  

four races 

15 通りの人種の組み合わせ  

five races 

6 通りの人種の組み合わせ  

six races 

1 通りの人種の組み合わせ  

 

 

Total Population 

Hispanic or Latino 

Not Hispanic or Latino 

上記の人種区分と同様  
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P3:RACE
Total population

MAP California P003001 P003002

TITLE
Pop_Dens
ity

Populatio
n_Count

Housing_U
nit_Count

Area
White
alone

Black or
African
American
alone

American
Indian and
Alaska
Native
alone

Asian
alone

Native
Hawaiian
and Other
Pacific
Islander
alone

Some
other
race
alone

Two or
more
races

Hispanic
or Latino

Not
Hispanic
or Latino

Total
populatio
n: Total

Total
populatio
n:
Populatio
n of one
race

UNIT Persons Persons Househol sq.km % % % % % % % % %
060014001 367 2498 1177 6.799198 80.3 4.6 0.3 11.2 0.2 0.8 2.6 3.9 96.1 2498 2432
060014002 2896 1910 873 0.659615 82.8 3.0 0.3 7.8 0.0 2.0 4.1 6.1 93.9 1910 1831
060014003 4539 4878 2567 1.07464 70.2 13.7 0.5 7.3 0.2 2.9 5.2 6.4 93.6 4878 4624
060014004 5257 3659 1880 0.696057 67.8 16.9 0.4 6.8 0.3 2.4 5.5 6.6 93.4 3659 3459
060014005 5917 3410 1592 0.576343 40.1 42.1 0.5 5.0 0.2 5.5 6.5 10.6 89.4 3410 3188
060014006 5414 1707 746 0.315297 25.1 58.3 0.4 4.5 0.1 5.0 6.6 8.7 91.3 1707 1594
060014007 5219 4451 1901 0.85289 19.5 67.6 0.3 3.8 0.2 3.0 5.7 6.7 93.3 4451 4199
060014008 4635 3368 1420 0.726605 23.3 57.5 0.7 8.6 0.1 4.5 5.4 8.9 91.1 3368 3186
060014009 5695 2456 1116 0.431231 22.9 62.1 0.6 4.5 0.1 4.2 5.5 8.2 91.8 2456 2321
060014010 4893 5709 2475 1.166661 13.2 71.2 0.5 6.3 0.3 3.6 4.9 9.6 90.4 5709 5427
060014011 4551 4007 2039 0.880448 40.4 32.9 1.0 12.9 0.0 6.0 6.7 11.8 88.2 4007 3738
060014012 3681 2432 1237 0.660659 56.5 22.2 0.2 11.4 0.0 3.5 6.1 7.6 92.4 2432 2283
060014013 3348 2810 1454 0.839208 25.9 49.7 1.4 11.2 0.2 4.7 6.9 8.9 91.1 2810 2615
060014014 6310 4765 1681 0.755108 8.6 65.2 0.6 11.1 0.2 9.4 4.8 14.8 85.2 4765 4536
060014015 5151 2413 1026 0.46849 13.8 69.7 0.6 5.3 0.1 5.7 4.8 10.6 89.4 2413 2298
060014016 3052 1933 668 0.633361 15.2 59.5 1.1 8.3 0.5 8.6 6.7 16.7 83.3 1933 1803
060014017 113 1878 645 16.58846 22.9 49.4 1.3 4.1 0.0 15.2 7.1 30.2 69.8 1878 1744
060014018 6476 1953 754 0.301564 8.3 76.1 0.8 2.0 0.6 9.7 2.5 15.8 84.2 1953 1905
060014019 131 759 244 5.792389 26.0 24.0 0.1 7.5 0.0 34.9 7.5 50.9 49.1 759 702
060014020 17 28 12 1.601297 25.0 25.0 14.3 3.6 0.0 28.6 3.6 35.7 64.3 28 27
060014021 4230 1161 715 0.274456 2.3 79.2 0.2 11.3 0.2 2.8 4.0 5.0 95.0 1161 1115
060014022 6749 1844 656 0.273219 12.5 60.2 1.2 6.1 0.0 16.5 3.4 22.3 77.7 1844 1781
060014023 1077 453 179 0.420643 12.8 79.2 0.4 4.0 0.0 0.9 2.6 3.3 96.7 453 441

人種ごとの割合を計算し、MAP、TITLE、UNIT

タグ等をつけ、MANDARA に取り込めるように

指定します。  

左上から右下までコピーし、MANDARA の「ク

リップボードからデータの読み込み」で読み込み

ます。  

0 20km

(Persons per sq..km)

10000
 5000
 1000
  500
  200
   10

Pop_Density

 

ロサンゼルス市付近の人口密度  
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0 20km

(%)

60
30

Black or Afr
ican America
n alone

(%)

80

White alone

(%)

60
30

Asian alone

(%)

60
30

Hispanic or 
Latino

 

0 10km

(%)

60
30

Black or Afr
ican America
n alone

(%)

80

White alone

(%)

60
30

Asian alone

(%)

60
30

Hispanic or 
Latino

 

サンフランシスコ市付近の人種分布  

 

ロサンゼルス市付近の人種分布  
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Ⅲ CTPP2000 のデータを使った就従比と通勤圏の地図化  

－カリフォルニア州・ロサンゼルス市の事例－ 

 

 ここでは、データ抽出ツールを使って CTPP2000 のデータを使って就従比とロサンゼル

ス市への通勤圏を MANDARA を使って地図化する手順を示します。  

 

１．就住比の表示  

(1)常住地・就業地ベースの就業者数データをダウンロード 

運輸統計局 HP http://www.bts.gov/ より  

 

Data and Statistics 

databases 

C 

Census Transportation 

Planning Package (CTPP) 

2000 
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常住地による就業者データ  

CTPP2000 Part1: Table 1 

to 17 Download 

ST-Cnty-CTract 

California 

P2-001、TAB1X1 

従業地による就業者データ  

CTPP2000 Part2: Table 1 

to 17 Download 

California 

ST-Cnty-CTract 

P1-001、TAB1X1 

Download をクリック  

Download をクリック  
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(2)Excel 上でデータの整理  

 

 

STATE、COUNTY、TRACT を

それぞれ選び、列のデータ形式

を【文字列】に設定  

【カンマ】にチェック  

ダウンロードした二つのファイルを解凍し、拡張

子の CSV を TXT に変更します。  

Excel を実行し、【ファイル】＞【開く】として一

つの TXT ファイルを選択する。するとテキストフ

ァイルウイザードが起動します。  
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STATE、COUNTY、TRACT、

TAB1X1 の列を残して、それ以

外の列を削除します。  

=RIGHT(B2、2)&C2&D2 =IF(RIGHT(E2、2)="00"、LEFT(E2、9)、

E2) 

MANDARA タグを追加  

従業地ベースの就業者数のファ

イルも、これまでと同様な方法

で Excel に取り込みます。  

Vloookup 関数を使って、同じコ

ードのセンサストラクトの就業

者数を取得します。  

※常住地による就業者数が 0 のセンサストラクトは表の

中にありません。従業地による就業者数のファイルと

Match 関数などを使ってチェックする必要があります。 
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ロサンゼルス市付近の従業地ベース就業者数と就従比の分布  
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２．ロサンゼルス市への通勤圏  

 

(1)OD データをダウンロード 

 

 

CTPP Part3 を Download 

P3_001 

Download 

Download したファイルを解凍すると CSV ファイルが出て

きます。このファイルには、California 州内通勤および州内

居住者の州外への通勤、州外居住者の州内への通勤に関わ

る発着地のセンサストラクトの組み合わせごとに人数が示

されています。行数が 78 万行もあるため、Excel2003 では

開けません。  

California 

ST-Cnty-CTract 

Ⅲ1.(1)の CTPP2000 ホームページで、居住地と従業地の組み

合わせである OD データである CTPP Part3 のデータをダウ

ンロードします。  
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(2)ロサンゼルス市への通勤者数データの抽出  

「DET_for_USCensus2000.exe」を実行  

 

【CTPP Journey to Work】を

クリック  

【参照】をクリックして先

にダウンロード・解凍した

CSV ファイルを指定  

【参照】をクリックして出力す

る Excel ファイル名を設定  

カリフォルニア州内を居住地

とする通勤者に限定するため、

カリフォルニア州のコードで

ある「06」を入力し【追加】を

クリック  

ロサンゼルス市を就業地とする

通勤者に限定するため、【設定読

込】をクリックして実行ファイ

ルのあるフォルダ中「限定リス

ト」フォルダ内の「ロサンゼル

ス市のセンサストラクト .txt」を

選択します。  

※厳密には、市域とセンサスト

ラクトの境界は完全には一致し

ていないので注意して下さい。  

【抽出】をクリック  
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(2)Excel 上でデータの整理  

 

 

Census Tract Code:常住地で、州コード２桁＋カウンティコード３桁

＋センサストラクトコード４or６桁  

Number of Worker:常住地から指定された就業地への通勤者数  

Inner Flag:指定された就業地の内部の場合 True 

f@3 

 

Inner Flag をキーとし

てデータを並べ替えま

す。  

Ⅱ1.(3)で作成した Excel の就従比のファイルを開きます。  

 
Vlookup 関数を使って

上の Excel ファイルの

コードに対応する通勤

者数を抽出します。  

=IF(ISERROR(K5)、0、K5) 
=I5/F5*100 
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Ⅳ 問い合わせ先  

 

 最新の情報についてはホームページをご覧下さい。  

  http://www5f.biglobe.ne.jp/~ktani/  

 

 ご質問はメールで受け付けています。  

 メール : ktani @socia.edu.saitama-u.ac.jp 

    谷 謙二  

 


